








5.結論 

 以上,ddY系を主とする血清高IgA産生マウスに羊抗Ⅳ型コラゲン血清投与によりMesを

主とする in situ IgG IC を形成させ,その機能を低下させるような処置を行うと,高率に

Mes IgA 沈着が非免疫的にみられ,これが通常形態学的の Mes deposits 形成に一致すると

いう事実は,ヒト IgA 腎炎の成因が全く不明な現在,その解明に指針を与えるものと思う。 


